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　理事長を担って3年、就任当初の2年間は
これまでの事業に倣っての計画を実行委員
会の皆さんの協力を得ながら何とか務めて
きたところです。
　しかしこの一年、時代の変化に伴う「風
おこし」の組織状況は、会員数の減少（会
費収入減）はじめ高齢化による役員の担い
手不足など等、果たしてNPO法人に即した
事業になっているのか？　と自問する毎日
でした。
　実行委員会で議論し改善できそうな具体
策も実行に移せないままとなっており、早
急な改革・改善が喫緊の課題であると危機
感を募らせています。
　他の団体や組織でも同様ですが、当会組
織の要である実行委員会メンバーの高齢化
（自身を含め）も進んでおり、担い手づく
りを急がなければならないと強く感じてい
るところです。
　新しい風をおこしていくためには情勢に
即応した活動・事業を取り組まなければな
りません。自分自身も抱える普遍的な課題
について、「風おこし」が果たしていく役
割を共有しながら組織を挙げて議論したい

ものだと思っています。
　当会は「生涯学習を進める甘木朝倉女性
会議」として1991年に発足し、学んだこと
を広く地域社会に拡げていくために2013年
に法人を取得。名称も「住みよいあさくら
をめざす風おこしの会」と改め今年で35周
年を迎えました。
　今年は35周年記念行事を計画し、会員で
あることを「誇りに思い、喜び合い、楽し
んで戴く」元気の出る35周年事業に向け
て、頭を悩ませながら話し合っているとこ
ろでです。会員の皆様にはお誘いあわせて
ご参加戴きたいと願っています。

（理事長　師岡 愛美）

目 芽 めっ・　・
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2026年度の「住みよいあさくらをめざす風おこしの会」の定期
総会を、5月30日(土)に開催いたします。詳細は、別途ご案内差し
上げます。



日　時：2026年1月25日（日）　13時30分～

15時40分

会　場：ピーポート甘木 第４・第５学習室

基調講演： 加留部　貴行氏

　　　みんなで語ろう（パート２）

　　　～「これまで」と「これから」〜

　広域圏三自治体から真田東峰村長、林朝

倉市長、田頭筑前町長に来賓としてご出席

いただき「第35回　風おこしフォーラム」

を開催した。

　昨年基調講演をお願いした加留部貴行さ

んの講演をもう一度聴きたいとの強い要望

に応え＜多様性を認め合う地域づくり＞を

フォーラムの目的に「みんなで語ろう（パ

ート２）」として講演をお願いした。

　加留部さんご自身が2024年に地域交流活

動拠点をオープンされ地域の＊心地よいつ

ながりの場所（第３の居場所＝サードプレ

イス）で地域に根ざした共感・交流の場と

しての居場所（第４の居場所＝フォースプ

レイス）を実践されている。これから地域

コミュニティに必要な「活動量」の実証と

しての拠点活動ではないかと大いに興味が

湧いた。

　今後さらに定住人口（地域住民）や関係

人口、交流人口、協働人口が地域の内外か

ら混ざり合い、定住人口が減少してもその

他の流入活動人口が増えれば、元気で価値

ある地域になる。定住している地域の人た

ちと地域外からの人たち双方が相手を尊重

し対話を重ねながら活動し地域づくりを共

創していくことが大切だと示唆された。尊

重するとは管理と支援の本質を理解しバラ

ンスをとること。対話＝聴く×話す。双方

が考えや意見を出し合いじっくり話し合い
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「第35回風おこしフォーラム　みんなで語ろう（パート２）」

  ～「これまで」と「これから」～

「意味づけ」を確認するプロセスが大切なこ

とも学んだ。

～第２部～　みんなで語ろう（パート２）　

　４～６名のグループディスカッションをワ

ールドカフェ形式で行う。今日初めてこの場

で一緒に講演を聴き【問い】「これから地域

内外の人とまちづくりをする際にあなたが意

識したいことは何でしょうか」を話し合う時

間。　各グループからは参加人数を超える熱

気あふれるデスカッションが聞こえた。

　私たち主催者は＜多様性を認め合う地域づ

くり＞と目的を掲げているにもかかわらず、

もっと幅広い年齢層（中学生～主催者の年齢

以上など）の方々に届く呼びかけができてい

なかった。思い込みと決めつけでチラシを配

布し広報した結果の参加人数ではなかったか

と深く反省。参加者の方から「勿体ないな

ー、ここだけの話では。会合などでもっと多

く人と語り合える場があったらいいのに」と

残念な声も聞こえた。

 　また、アンケートを提出してくださった

方全員が『今後このような企画があれば参加

したいと思われますか』⇨　思う　 の回答

にモチベーションを刺激された。

（内山育子）

−２−

講師：九州大学大学院客員教授 加留部
貴行さん

1967年福岡県出身。企

業、大学、行政、NPOの

４セクターを経験してい

る「ひとり産学官民連

携」を活かした共働ファ

シリテーションによる場

づくりを実践。地域交流

拠点「松梅ブランチ」を

2024年に開設。著書

「参加したくなる会議の

つくり方」



　今年も「国際女性デー福岡行動」リレー

トークとデモ行進に参加。冷たい風が吹い

て気鬱。いや、気が晴れないのは政治状況

のせいだ。

　「3.8国際女性デー」は、ニューヨークの

女性労働者が婦人参政権を求めてデモを行

ったことが起源で1975年国連が女性の政治

参加、経済的地位向上、暴力根絶などジェ

ンダー平等に向けて行動する日と定めたも

のだ。

　当時20代後半の私は、まだ差別もジェン

ダーも知らない小学校教員だった。女性参

政権も産前産後休暇も育児休暇も全部あっ

た。賃金も平等だった。

　当たり前だと思っていたら、そうではな

くて血のにじむような闘いで手に入れたも

のだと先輩たちに教えられた。女性たちが

声を挙げ立ち上がり行動し、差別撤廃条約

をつくり、ジェンダー平等社会実現を目指
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国際女性デーに考える

【参加者】林市長・三浦企画振興部長・川

上あすみん館長・加藤係長

住みよいあさくらをめざす風おこしの会・

NPO法人家庭子どもセンター・ふくおか県

「翼の会」の各々の会から10名

◉子ども食堂をはじめ子育て支援について要

望を伝えた。

◉第４次朝倉市男女共同参画推進計画の事業

点検・評価報告が審議会よりの報告を受け、

新推進計画の策定にあたり、最も重視される

視点を訊ねた。

　90分という制限の中、熱い意見交換がなさ

れた。

朝倉市長との懇談会「男女共同参画ネットワーク朝倉」
2026年2月3日（火）朝倉市役所

していることも知った。

　あれから50年。日本ではあらゆる領域で

ジェンダーギャップが大きいのに平等政策

はほとんどなく、性別分担意識も根強く、

フェミニズムという言葉もどこか煙たがら

れる。ヨーロッパでは極右や右派政党がフ

ェミニズムを利用し、排外主義的政策をコ

ーティングする「フェモナショナリズム」

という言葉があるそうだ。

　日本初の女性首相が米トランプ大統領に

見せるしぐさは見るに堪えない。無理な要

求も優しく受け入れるまさにフェミニンナ

ショナリズムといえよう。

　やっぱり気鬱なのは冷たい風のせいでは

ない。　　　　　　　　　　（神本美恵子）

※ジェンダー・ギャップ指数（GGI）は、

各国における男女平等の度合いを「経済・

政治・教育・健康」の4分野14項目で数値

化した指標です。

政のうらおもて草子



　人間はいつになったら自分の愚かさに
気づくのだろうか……。また戦争が始ま
った。
　日本政府はなぜ「戦争反対」と言えな
いのか？　反対と言わないのは、賛成と
言っているのと同じことなのに。
　ウクライナの小麦が、パレスチナのオ

携帯やスマホからＱＲコードアプリを使って、右の

ＱＲコードを読み込めば、風おこしの会のサイトへ

簡単にアクセスできます。ぜひ試してみてください。

　風おこしの会は、前身である1991年設立

の「生涯学習をすすめる甘木朝倉女性会

議」から今年で35年を迎える。これまでの

歩みを振り返ってみたい。

　設立当初は（あん人たちはなんばしよる

とな？）とかを耳にしたこともあった。当

時はちょっと稀有な存在だったのかもしれ

ない。大学がない地域に放送大学を誘致

し、また、福祉セミナーや男女共同参画セ

ミナーを開き、生活課題に根差した精力的

な学習が行われたことを懐かしく思い出

す。当時、家庭と仕事の毎日で自分の居場

所を求めていた私は、まるで「水を得た

魚」のように入会したものだ。

〜風の音〜
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←フェイスブック

風おこしの会HP→

　設立趣旨には「急速に変化する社会の中で

は、……一部割愛……さまざまな生活課題に

対処していくための学習は日に日に高まって

います。これらの学習欲求が地域社会の中で

十分に満たされないことは個人にとっても不

幸であるばかりではなく、地域にとっても魅

力を失い活力をなくしていくことになるでし

ょう。全ての人に開かれた生涯学習の場を作

り、地域の生涯学習をすすめていきます。」

と書かれている。

　今はネットの利用など学習形態も変わって

きているが、設立趣旨を読み返しても今とな

んら遜色はない。時代は変わっても人が求め

ていることに変わりはないようだ。

　35年の節目は、これまでを見つめこれからを

創っていく年になりそうだ。  　（星野洋子）

　　　　　　　　

編集後記

編集委員　野田曉子　石井正子　池田洋子

−４−

リーブ油が、そして石油が入ってこない。
　目の前の瑣末なことではなく、日々命を
脅かされ、最低限の生活を送ることさえで
きない多くの人々に思いをよせることもで
きない、世界のそして日本のリーダー達は
いらない。　　　　　

（野田曉子）

　ＮＰＯ法人「住みよいあさくらをめざす

風おこしの会」は35周年を迎えました。

　創立35周年記念事業を計画しています。

創立に関わった方、長年活動を支えてくだ

さった方々と共に歴史を振り返り、当会の

活動をさらに継続させるために、皆様と集

いあいたいと存じます。皆様のお力添えと

知恵をお寄せください。

NPO法人「住みよいあさくらをめざす風おこしの会」　創立35周年記念事業
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